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◆
多
良
木
の
山
野
も

「
目
に
は
青
葉
」
の

さ
わ
や
か
な
５
月
。

１
年
を
通
し
て
最
も

過
ご
し
や
す
い
季

節
に
挙
げ
る
人
が
多
い
で
す

ね
。
こ
の
月
に
ふ
さ
わ
し
い

言
葉
に
「
五
風
十
雨
」
が
あ

り
ま
す
◆
５
日
目
に
風
が
吹

き
、
10
日
目
に
雨
が
降
る
と

い
う
サ
イ
ク
ル
は
農
作
に
適

し
た
季
節
、
転
じ
て
平
穏
な

世
の
中
を
た
と
え
る
、
と
辞

書
に
あ
り
ま
す
。
米
、
麦
、

ア
ワ
、
キ
ビ
、
豆
を
五
穀
と

呼
ぶ
な
ど
、
５
は
け
っ
こ
う

農
業
に
関
係
深
い
数
字
と
言

え
る
か
も
◆
頭
と
両
手
両
足

で
五
体
、
青
、
赤
、
黄
、
紫
、

緑
な
ど
美
し
い
色
が
お
い
し

さ
を
演
出
す
る
五
色
豆
、「
い

ら
か
の
波
と
雲
の
波
」
な
ら

七
五
調
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
五

線
譜
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、

私
た
ち
は
け
っ
こ
う
五
と
い

う
区
切
り
を
重
宝
し
て
い
ま

す
◆
も
ち
ろ
ん
片
手
の
指
が

五
本
な
の
が
一
つ
の
基
準
と

な
っ
て
、
五
と
い
う
の
は
便

利
だ
と
人
類
の
歴
史
の
中
で

定
着
し
た
の
で
し
ょ
う
。
数

人
が
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い

る
の
を
表
わ
す
三
三
五
五

は
、
も
と
も
と
三
五
の
繰
り

返
し
だ
っ
た
と
か
◆
５
月
の

五
か
ら
い
ろ
ん
な
連
想
を
し

ま
し
た
が
、
物
ご
と
を
進
め

る
う
ち
に
判
断
が
つ
か
な
く

な
る
意
味
の
五
里
霧
中
に
は

あ
ま
り
陥
り
た
く
な
い
で
す

ね
。（
Ｘ
）

　今月２３日（金）から２５日（日）に「新緑の九州名草展」が多良
木町町民体育館で初開催され、多くの来場者が訪れました。この展示
会を主催したのは「葵野草の会（実行委員長：濱崎修治さん＝霧島市）」
で、地元熊本県のみな
らず鹿児島県、宮崎県、
徳島県などから１２の
山野草販売業者らが出
品しました。期間中は
展示だけでなく、即売
会や特別賞などを決め
る審査・投票なども行
われ、来場者は１品１
品を丁寧に観覧しなが
ら、手頃なものを購入
したり、お気に入りの
展示品に投票したり
と、思い思いに会場を練り歩いていました。
　今回の名草展を後援した「あいあいスポーツクラブ多良木」の事務
局長・竹下保正さんは「多良木町というアクセスが大変な場所で、出
品者の自信作と言える山野草を、これだけ生で見て触れられる機会は

な い の で は 」 と、
今回の招致事業に
ついて話されてい
ました。また「山
野草は自宅に持ち
帰り興味を持ちな
がら管理すること
で、健康づくりに
も繋がる」と、ス
ポーツだけではな
く、文化面からの
健康増進に期待さ
れていました。

当選者：武原 千香子さん
                （多良木町）
当選品：NIKON
        　デジタルカメラ

【感想】
これまで何度か応募してきました
が、初めて当たりました。当選人数

（このデジタルカメラは３名）が少
なかったので、当たるとは思いませ
んでしたので、とても嬉しいです。
皆さんも当たるかもしれないと思っ
て、応募してみてはいかがでしょう
か？

あれんじ創刊１００号感謝記念
プレゼントクイズ　当選者の喜びの声名 草 展 開 催 さ れ る

黒肥地保育園園児紹介

年長児　１６名
　縦割りクラスなので、それぞれのおうち（さくら、うめ、もも、
ばら、ゆり）で小さいお友達を引っ張ってくれる、頼もしい存在
です。最近は秋の運動会に向けて、手作りの縄跳びを使って、楽
しく練習をしています。
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多 良 木 警 察 署 だ よ り

（原稿提供：多良木警察署）

たらぎ文化財カルタ

「雀が森」（史跡）　　久米地域
　『久米村史蹟』には「雀が森の戦跡は、久米字堂山の西北方に在る。
雀が森は、一名倉田の森とも称し、幹周りの五米余もある櫟の大木の
群生せる大森であったのを明治四十年頃之を伐採して開墾、現今の水
田となったものである。」と書いてあります。堂山、小田から堀

ほりごう
川一

帯は文安５年（1448）年に、上相良８代の頼
よ り み

観勢と下相良勢の相良
長
ながつぐ

続との決戦場なったところと伝えられています。大きな林籔地には
小道が縦横に走っていたようで、この中に伏兵していた下相良軍に、
上相良の軍勢が入り込んでの戦乱は上相良の敗戦におわり、上相良氏
断絶の戦いとなってしまいました。

vol.13

（原稿・写真提供：
　　　球磨支援学校）

　球磨支援学校高等部
は、６月４日（水）〜
５日（木）９：５０〜
１４：００に、ゆめマー
ト多良木店駐車場で販
売 学 習「 く ま し え ん
モール」を行います。
　４月に４人の１年生
を迎え、生徒と教師が
一丸となって、意欲的
に作業学習に取り組ん
でいます。作業班は、
農園芸班、窯業班、工

芸班、木工班の４班です。農園芸班は、花苗、寄せ植え、土など、窯
業班は、皿、フリーカップ、雑貨など、工芸班は、ＣＤケース、めが
ねケース、ミニトートバッグ、置物など、木工班は、ベンチ、ペン立
て、コースター、木製マグネットなどを販売します。今回の販売学習は、
自分の役割に精一杯取
り組みながら、高等部
全員で２日間実施しま
す。是非ご来店いただ
き、真心のこもった製
品と、生徒たちの笑顔
で心も体も元気になっ
ていただけたらと思い
ます。

販売学習「くましえんモール」
 に向けて

梅雨時期の交通事故防止に努めましょう !!
雨天時は運転中の視界が悪くなります !!
１　歩行者や自転車に注意して
　　運転しましょう

２　道路標識や信号を見落とさないように
　　注意しましょう

３　早めの前照灯点灯を
　　心がけましょう

　５月１３日に、多
良木町立第１保育所
で絵画教室が行われ
ました。小松愼一郎
先生（小松美術館・
水上村）を講師に招
いて、きく組（１６
名）が参加しました。
小学校入学を前に、
絵具を使った授業に
楽しく・スムーズに
入ることが出来る様
にと、年４回取り組
まれています。小松
先生は、ふでの使い
方、水の量、絵具の
混ぜ方などをわかり
やすく指導されてい
ました。「赤色と白
色を混ぜるとどんな色になりますか？」など質問形式の授業も大変ユ
ニークで、園児たちも競いあう様に答える様子が、とても印象的でし
た。参加した園児の、西桃花ちゃんは「えのぐをお母さんゆびにつけて、
かざぐるまのかたちにスタンプしたりして楽しかったです」と話して
くれました。担任の吉鶴緑先生、川越標先生も「色の基本、三原色を

使って学ぶ
ことが大事」
と話されて
いました。

絵具を使って遊ぼう


